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(堀場 信 背 ・小 田切 瑞 懇)金 屬 「オ〃 カ●ノゾ 汐」に就 て (S3》
、
金 屬 「オ ル ガ ノ ゾ丿v」に 就 て
昭和七年四月 口本徴毒串曾絃食にて講演
堀 場 信 吉




一般に 「ソル」 と私共の申 します ものは膠質溶液(ColloidalSelution)り事で
ロ
あります。帥ちある物質が膠質の歌態に分散 してゐる處の ものでありまして共の
分散羯が承である時 これ を 厂ハイ ドロゾル」と云ひ,水の更 りに有機溶媒を使用
した時これを 「オルガノゾル」 と巾します。各種金屬 を有機溶媒に分散 したる所
謂金屬オルガノゾルは今迄に全 く無かつた ものではあ りません。然 し其の製法は
可なり困難であつて濃厚なるソルを得 る事 も極めて審易でなく叉得 られたゾルの





鉛,水 銀等をfl山に然か も安定に各極の油,例 へば箆麻子油,オIJ一ブ油叉は肝
油等どの様の油D申 にで も又ラノ リンtワ セ リン等の如 きものの中にも眞の膠質
歌態として分散せ しめる事に成効 したのであ ります。
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(a, (堀揚信吉・少田切瑞鋤 金脇け レガノYF」8蹴て
も最近漸 く其の製法を發見.した もので共の腰質化學的研究は口下進行中であって
未だ發表の時期には到逑致 して居 りません。.本日はか くの如 きものの發見に至つ
た行程,そ の製法その賞物に就て述べたいと思びます。本 日が吾人の發見を學會
に發表する最初でありまナ。
皆様が御使珊になる水銀軟膏.こ れはラノリンの中に水銀を分散 させた もので
これは水銀の才ルガノゾルの一一毬で無いかと考へ らる 」方が あ るか も知れませ
ん。 これは吾等が蹕質化學の立場か ら見ますれぽ眞 のオルギノノルでは無いので
あ ります。何んと』ならば後に賞驗に よつて御覺に入れるが如 く今迄市場に販賓さ
れてゐる水銀の軟膏は皿【に水銀が小 さき顯微鏡的粒子に迄分散 されてゐる水銀の
エマルジョンに過 ぎないのであ ります。 オルガノゾルであるとすれば水銀の粒子
が限外飆孅 的の粒子に迄分散 されて居 らねばならないのであ ります。





を水 に溶かした如 き懸濁體,ヌ7k中に油を分散させた如 き乳濁魑 では粒子が顯
微鏡的の程度の もめであるc然 るに水rlコに砂簡や食漁を溶かLた溶液は砂緬や食
鹽が分子の程度に分散 されてゐるので騒濁體や乳濁體とは粒子分散の程慶が非常
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に星が見えると同様の理由で膠質粒子自らを見るので無 く粒 子に反射 された強い
光が粒子により分散されて個 々の粒子が恰 も一つの光源の如 く.になるから其の光
を普通の顯微鏡で見て腥質粒子の存在を認 めるのである。
偖て水中に各種の金屬を腥質溶液とした厮謂金觸のハイ・ドロゾルは曝質化學に
ては普通の もので珊に何等碧妹 が無いりであ ります。吾人の新に作 り得たのは金
屬のオルガノゾルであつて菩入が如何Kし て今迄作 られ無かつたものを作るべ く
鼠みたかに就て御話を したいと思ひます。
一盟金厨の ・・イ ドロゾn-1cしても3ζ金屬の化合物のハイF'aゾルKし てもある
種の安定蚩を.保つてゐるのは何の様の理由であるか。,,此等のハイp'aゾルを限.
外顯微範で見る騎膠質粒子は所謂ブラウン運動 をしてゐる。 共の邂動の結果粒7
は相互に衝突 して表面エネルギーの結果凝結 し粒子は段 々大きくな り逾に沈澱す





如 く電解質に對 して銓敏でない。此ttsa・・一般 に竝子の表面が分散劑の皮膜にて蔽
はれてゐる邸ち水化 してゐる貫めと考へられてゐます。
A油の中に金厩 を脛質粒了・として分散せ しめる時ある安定度を保た しめるrcは
粒子の電荷は勿論問題で あるが油の透電恒數が小であるから影響は比較的小で毒
ろ粒子の表面ヱネルギーを適當に調節ずる事に成功せぽ安定なるオルガノゾ.ルが











る。氏は最初水中に於て金島 を分散せ しめることに成功ぜる後 この方法を有機i容
媒に應用 した處が溶媒液體が分解 して炭素を遊離することを見て この方法に依つ
.て「オルガンゾル」を作製することの困難を知つた。例へYY112'「メチルアルコ
ゾル」 を作つたのに炭素の遯離量が7u%であつたoBistonR,のメチル及びエチ
ルアルコール中It於ける錫 鉛,蒼 鉛等の分散 もほ Ψ同等の結果であつた。その
後1905t1=一1608年に至 りSvedberg氏{ま電極に對 し蓄電器を並列に挿入するこ
と及び感應電流 を用ふることに依 り進歩せろ分散結果に到邃 して居る。一例を擧
げればアルコール中に白金を分散 した時Bredig氏の方法に依る炭素の遊離量が
先 に逑 べた如 く75%であるに對 してSvedberg氏に依る時は1.5%である。
共他有機溶媒中に金馬腥質液 を調製 した例 としてはエーテル,イ ソブチルアル























Electriceap2cityを山 來 る だ け 大 に す る ζ と 。
SelPinductanceを風來 る だ け 小 に す る こ と。
Arc-lengthを幽 來 る だ け 小 に す る こ と 。
Electricresistanceを田 來 る.だけ 小 に す る こ と。
Mechanimldisturbanceに依 り固 定 ・せ るdischargefieldk作ら ざ る ～;と。
CurrentIIQ【塩ityをて徐 り大 にせ ざ る こ と0
等以上諸噺 厂1二を適 當に滿 足せ しめる如 く工夫 するな らばBredig氏Svedberg氏
等 の如 く表素含有 量の小3;る有機化合物のみなら ナ油脂類 の如 き物質 中 に於 てす
ら.この電 氣的方法 を用ぴ碍 る こと を知つた。通 用 し得 る金 屬は金,銀,白 金,蒼
鉛,餓,銅M!.'rであ る。
H機 械 的分 散法
P・P.vonWeimam氏は彼の著7.4TLehre.vonderZustandenderMaterie
に於 て物質 は所謂 その結品性 たると非縞 吊性 たるとを問 はす必す 聚合缺態 よ り分
子分散 に至 る過程 に於 て膠質斌態 と通 過する可 き もので ある ことを論 じて 居 る。
然 しなが ら興へ られた る 物質 に逋 當な條件 を興ヘ ナ して單 に機械的 に極 小粒子に
まで齎 らす ことfads至 るまで否定 的事實で あつた。 例 へば硬質物質にi#する
Scideudermuhle,D面ntegrator,Kロge】muhle又軟質物質に對す るniahlgange,
Walzenstuhle等は機稜的分散法1ζ用ふ可き機械 で あるが その生成物た る乾子 は
50000uu-5000uuであると肥載 され て居 る。 之Ic3｢しP.P.wnWeimarnn:
は高分散歌態物質は碎分 と共に釜 々墸 大す る自身 の運動に依つて孤び結 合するに
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r隔E- 曹
(掴揚 償 吉 ●小 田切 瑞 穂 〕 金 屬「*wp'ノソN」 に就 て
て居る。吾々は この理論の正當であつてこれ を證明すべ き賓験的手段の不充分な
7'
:ると と及ぷ 「オルガノゾル」製造に對 して同様り方注の用び得 べ き事 を知 り水
φ'





蠍 態に置 くことを必要とするが一面之を助長すべき機械の構造 も又非常に重
ノ
婆で ある ことを忘れてはな らない。'麺
m化 學 的方法
二 隔有機質 を分救 媒 とする 「オ ルガノゾル」 と謂へ ど も膠質洛液 たる ことは通常の
≒gヒ ドロゾル」と異 らない筈で あるか ら その化學的調製法皀口解膠 法(Peptis7ations・
.ih
ethoden)及凝渠法(Kondensationsme6hoden)等の諸 法がその まs「tル ガノ
ソル」 に邁用 し得 なv・に して.も何等 かの類四法 を考へ る事 は困難でなv・c然 るに
との種の方法は現 今に室 るまで殆 んど全 く研 究せ られ て居ない。 吾々は この猫 に
,』
着 口して「オルガノゾル」を化擧的:c製邉することに成功 したg適 用 し得べき金屬
鳬.
に金 白金,銀.繊 ニツケル等である。 この方法で調製 した各金屬の 「オルガノ
`酔





V以 上諸方法 め遖 當なるCombinaton藍
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